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ハ
ル
〔
晴
・
舜
〕

(『
新
撰
字
鋭
』)
↓
※

ハ
ラ
ク
〔
開
〕

(『
日
本
書

紀
』
)
・
ハ
ル
ク
(
『古
事
記
』
)

コ
ム
〔
能
〕

(『
前
葉
集
』)
↓

コ
モ
ル
〔
隠
〕

(『
日
本
書
紀
』)

カ
サ
ヌ
〔
重

・
緊〕

(『
鴎
葉
集
』
)
↓
カ
サ
ナ
ル
〔
重

・
累〕

(『
商
業

集ア
ラ
タ
ム
〔
改
〕

(『
日
本
後
紀
』
逸
'X
)
↓
ア
ラ
タ
マ
ル

(『
日
本
後

紀
』
逸
文
)

上
二
段
動
詞
+
接
尾
辞
↓
派
生
動
詞

フ
〔
乾
・
干
〕

(『
南
葉
集
』)
↓
ホ
ス
〔
乾
干
〕

(『
市
内
葉
集
』)

ネ
グ
〔
労

・
請
〕
(
『古
事
記
』
)
↓
ネ
ガ
フ
〔
願
・
望
〕
(
『高
架
集
』)

ツ
ク
〔
尽
〕

(『
日
本
議
紀
』)
↓
ツ
ク
ス
〔
尽
〕

(『
商
業
集
』)

オ
フ
〔
生
〕

(『
古
事
記
』)
↓
オ
ホ

ス
〔
生
〕

(『
政
葉
集
』)

ホ
ロ
ブ
〔
滅
・
亡
〕
(
『仏
足
石
歌
』
)
↓

ホ
ロ
ボ
ス
〔
滅
〕
(
『商
業

集
』)

次
に
、
動
詞
被
覆
形
の
形
容
詞
派
生
用
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
派
生
形
容

詞
の
異
な
り
語
数
を
表
に
し
、
一
部
の
例
を
挙
げ
る
。

被
薮
形
に
よ
る
複
合
派
生
の
再
考
察

表
2
(派
生
形
容
詞
)

|山 四

霊童尾段 段
段 段
T 

段

ア
22 l 11 1 9 列
(5) (3) (2) 

ウ
4 3 。。l 亨IJ

オー

10 3 1 。6 :yIJ 

言↑
36 7 12 1 I 16 
(5) (3) (2) 

(6
)
 

動
詞
被
覆
形
の
形
容
詞
派
生
用
法

四
段
動
詞
+
接
尾
辞
シ
↓
派
生
形
容
詞

(※
印
は
下
二
段
動
詞
+
接
尾
静

シ
↓
派
生
形
容
訊
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
る
。)

〈
シ
ク
活
用
〉

ヒ
ク
〔
引
〕

(『
高
葉
集
』)
↓
ヒ
カ
シ

(『
高
葉
集
』
・
束
歌
)

ヨ
ル
〔
縁

・
依
〕
(
『商
業
集
』
)
↓
ヨ
ラ
シ

(『
商
業
集
』)

ヨ
ロ
シ

〔宜〕

(『
市
内
楽
集
』)

(7
)
 

ナ
ツ
ク
〔
馴
〕

(『
部
葉
集
』
・
『新
撰
字
鋭
』)
↓
※
ナ
ツ
カ
シ

(『
市内業

集イ
ツ
ク
〔
斎
〕

(『
古
事
記
』
)
↓
イ
ツ
ク
シ
〔
厳
〕

(『
煎
葉
集
』)

ヱ
マ
フ
〔
咲
〕
(
『寓
葉
集
』
)
↓
ヱ
マ
ハ
シ
(
『南
葉
集
』
)

イ
キ
ヅ
ク
〔
気
街

・
息
衝
〕
(
『古
事
記
』)
↓
イ
キ
ヅ
カ
シ
〔
気
街
〕

(『
商
業
集
』)



被
覆
形
に
よ
る
複
合
派
生
の
再
考
察

イ
キ
ド
ホ
ル
〔
懐
侶
〕
(
『前
向
葉
集
』)
↓
イ
キ
ド
ホ
ロ
シ
〔
惰
〕

(『
日

本
書
紀
』)

下
二
段
動
詞
+
接
尾
辞
シ
↓
派
生
形
容
詞
(
※
印
は
四
段
動
詞
+
接
尾
静

シ
↓
派
生
形
容
詞
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
る
。)

〈ク
活
用
〉

ア
ク
〔
明
〕

(『
日
本
書
紀
』)
↓
ア
カ
シ
〔
明
〕

(『
寓
葉
集
』)

タ
ク
〔
斜
〕

(『
新
撰
字
銑
』)
↓
タ
カ
シ
〔
高
〕

(『
商
業
集
』)

(8
)
 

ア
ス
〔
浅
〕

(『
商
業
集
』
・
『後
撰
和
歌
集
』)
↓

ア
サ
シ
〔
浅
〕

(『
催

馬
楽
』

〈シ
ク
活
用
〉

カ
ヌ
〔
兼
〕

(『
商
業
集
』)
↓
カ
ナ
シ
〔
悲
・
憐
〕

(『
商
業
集
』)

ト
ム
〔
尋
一

・
求〕

(『
高
架
集
』)
↓
ト
モ
シ
〔
乏
〕

(『
古
事
記
』)

ナ
ツ
ク
〔
馴

・
懐〕

(『
商
業
集
』)
↓
※
ナ
ツ
カ
シ

(『
蔦
葉
集
』
)

ウ
レ
フ
〔
憂
〕
(
『市
内
葉
集
』)
↓
ウ
レ
ハ
シ
〔
憂
〕

(『
西
大
寺
本
金
光

明
最
勝
王
経
』
平
安
初
期
占
…
・
春
日
政
治
氏
釈
文
)

上
二
段
動
詞
+
接
尾
辞
シ
↓
派
生
形
容
詞

〈
ク
活
用
〉

フ
ル
〔
古

・
旧〕

(『
高
業
集
』)
↓
フ
ル
シ
〔
古

・
故
〕
(
『商
業
集
』)

〈シ
ク
活
用
〉

ナ

グ

(
『禽
葉
集
』)
↓
ナ
グ
シ
〔
和
〕
(
『丹
後
国
風
土
記
逸
文
』
古
事

四

記
裏
書
)

コ
フ
〔
恋
〕

(『
日
本
省
紀
』)
↓

コ
ホ
シ

(『
日
本
書
紀
』)

ク
ユ
〔
悔
〕

(『
高
葉
集
』)
↓
ク
ヤ
シ
〔
悔
〕

(『
古
事
記
』)

(9
)
 

ヨ
ロ
コ
ブ
〔
喜

・
歓

・
悦〕

(『
祝
詞
』
・
『西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王

経
』
平
安
初
期
点

・
春
日
政
治
氏
釈
文
)
↓
ヨ
ロ
コ
ボ
シ
〔
悦
〕

(『
続

日
本
紀
』
宣
命
)

そ
し
て
、
動
詞
被
覆
形
の
名
詞
複
合
用
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
複
合
名
詞

(叩
)

一
部
の
例
を
挙
げ
る
。

の
異
な
り
一訪
問
数
を
表
に
し
、

表
3

(複
合
名
詞
)

上 下 四 四
草El| 段 段

段 段
下

段

ア
32 。29 2 I 列
(5) (5) 

ウ
2 l l 。。Fり

オ
3 3 。。。列

37 4 
3(50 ) 
2 l 

(5) 

動
詞
被
覆
形
の
名
詞
複
合
用
法

四
段
動
詞
+
名
一
詞
↓
複
合
名
詞

(※
印
は
下
二
段
動
詞
+
名
詞
↓
複
合
名

詞
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
る
。

ハ
ク
〔
著
・
帯
〕

(『
古
事
記
』)
↓
※
ハ
カ
マ
〔
袴
棒
〕

(『
日
本
書

紀
』



タ
ツ
〔
立
〕
(
『古
事
記
ヒ

↓
※
タ
タ
ナ
ミ

ミ
日
本
書
紀
』)

カ
ム
〔
醸
〕
(
『古
事
記
』)
↓
カ
マ
タ
チ

(『正
倉
院
文
書
』)

下
二
段
動
詞
+
名
詞
↓
複
合
名
詞

(※
印
は
四
段
動
詞
+
名
詞
↓
複
合
名

詞
と
し
て
も
挙
げ
ら
れ
る
。

ハ
ク
〔
箸
・
帯
〕
(
『高
架
集
』
)
↓
※
ハ
カ
マ
〔
袴

・
禅〕

(
『
日
本
嘗

紀
』
)
マ
グ
〔
勾
・
柾
〕
(
『南
葉
集
』
)
↓

マ
ガ
コ
ト
〔
悪
事

・
柾〕

(『
祝

詞
』)

タ
ツ
〔
立
〕
(
『古
事
記
』
)
↓
※
タ
タ
ナ
ミ

(『日
本
書
紀
』)

イ
ユ

(『
日
本
書
紀
』)
↓
イ
ユ
シ
シ

(
『
日
本
書
紀
』)

ア
ク
〔
明
〕
(
『日
本
書
紀
』
)
↓

ア
カ
カ
ガ
チ
〔
赤
敵
醤
〕
(
『日
本
政
u

紀
』
)
・
ア
カ
モ
〔
赤
裳
〕

(『常
葉
集
』)
等

タ
ク
〔
斜
〕

(『
新
撰
字
鋭
』)
↓

タ
カ
ガ
ヤ
(
『商
業
集
』)
・
タ
カ
キ

(
『
古
事
記
』
)
等

(H
)
 

ア
ス
〔
浅
〕
(
『鴎
葉
集
』
・
『後
援
和
歌
集
』)
↓
ア
サ
ジ
ノ
ハ
ラ
〔
浅

小
竹
原
〕

(『
古
事
記
』
)
・
ア
サ
ノ
〔
浅
野
〕
(
『日
本
書
紀
』
)
等

ア
ル
〔
荒
〕
(
『古
事
記
』)
↓

ア
ラ
ガ
キ
マ
ユ
ミ
(
『政
業
集
』
)
・
ア

ラ
キ
〔
荒
木
〕
(
『新
撰
字
鏡
』
)
等

上
二
段
動
詞
+
名
詞
↓
複
合
名
詞

ヨ
ク
〔
遊
〕
(
『商
業
集
』
)
↓

ヨ
コ
ヤ
マ
〔
横
山
〕
(
『商
業
集
』
)

被
覆
形
に
よ
る
複
合

・
派
生
の
再
考
察

フ
ル
〔
古

・
旧
〕
(
『市
内
業
集
』
)
↓
フ
ル
ク
サ

(『
商
業
集
』)

四

第
二
節
で
名
詞
被
覆
形
の
三
用
法
、
第
三
節
で
動
詞
被
袈
形
の
三
用
法
に

つ
い
て
見
た
の
に
対
し
、
本
節
で
は
形
容
詞
被
誼
形
の
三
用
法
に
つ
い
て
見

る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
形
容
詞
被
誼
形
の
名
詞
複
合
用
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
複
合
名
詞

の
異
な
り
語
数
と
、
そ
の

一
部
の
例
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
ク
活
用
語
基
〕
六
六
(
五
)
例

ト
〔
利
・
鋭

・
聡〕

(『
古
事
記
』)
↓
ト
メ

(『古
事
記
』
)

ヨ
〔
士
口〕

(『古
事
記
』
)
↓

ヨ
ゴ

ト

〔
士
口
事
〕
(
『商
業
銀
』)

ウ
マ
〔
味
〕

(『商
業
集
』)
↓
ウ
マ
ヒ
ト

〔
『
日
本
書
紀
』
〕

イ
タ
〔
痛
〕

(『商
業
集
』)
↓
イ
タ
テ
〔
痛
手
〕

(『
古
事
記
』)

ト
ホ
〔
遠
〕

(
『
商
業
集
』
)
↓
ト
ホ
ヒ
卜

(『日
本
書
紀
』
)

チ
ヒ
サ
〔
小
〕
(
『新
撰
字
鏡
』
)
↓
チ
ヒ
サ
コ
ト
ネ
リ

(『
神
楽
歌
』)

(ロ
)

〔
シ
ク
活
用
語
基
〕
九
(
一
)
例

ム
ナ
〔
空
〕

(『鴎
葉
集
』
)
↓
ム
ナ
コ
ト
〔
空
一言
〕
(
『鴎
葉
集
』
)

タ
ハ
〔
燦
燦
〕
(
『新
撰
字
鏡
』)
↓
タ
ハ
コ

ト

〔
狂
言
〕
(
『蔦
葉
集
』)

マ
サ
〔
正
〕

(『
新
撰
字
鏡
』)
↓
マ
サ
メ

(『仏
足
石
歌
』
)

{合
計
}
七
五
(
六
)
例

五



被
覆
形
に
よ
る
複
合
・
派
生
の
再
考
察

次
に
、
形
容
詞
被
覆
形
の
動
詞
派
生
一用
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
派
生
動
詞

(日
)

の
異
な
り
話
回
数
と
、
そ
の
例
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
ク
活
用
語
基
〕
七
例

〔
接
尾
辞
ル
〕

ヒ
ロ
〔
広
〕

(『南
葉
集
』)
↓
ヒ
ロ
ル
〔
弘
〕

(『古
事
記
』)

ア
カ
〔
明

・
赤
〕
(
『南
葉
集
』
)
↓
ア
カ
ル
〔
明

・
赤
〕
(
『日
本
書
紀
』
)

タ
カ
〔
官
向
〕

(『商
業
集
』
)
↓
タ
カ
ル

(『古
事
記
』)

〔
接
尾
辞
ス
〕

ア
カ
〔
明
・
赤
〕

(『蔦
葉
集
』)
↓
ア
カ
ス
〔
明
〕

(『古
事
記
』
)

ア
ラ
〔
荒
〕

(『寓
葉
集
』
)
↓
ア
ラ
ス
〔
荒
〕

(『南
葉
集
』
)

ク
ラ
〔
閤

・
暗〕

(『新
撰
字
鏡
』
)
↓
ク
ラ
ス
〔
暮
〕

(『寓
葉
集
』
)

(
M
H
)
 

フ
ル
〔
古

・
故
〕
(
『
前
葉
集
』
)
↓

フ
ル
ス
〔
古
〕

(『高
葉
集
』
『
古
今

和
歌
集
』)

〔
シ
ク
活
用
語
基
〕
五
例

〔
接
尾
辞
ル
〕

タ
ハ
〔
燦
燦
〕

(『新
撰
字
鋭
』
)
↓
タ
ハ
ル

ミ
高
架
集
』
)

ホ
〔
欲
〕

(『古
事
記
』)
↓
ホ
ル
〔
欲
〕

(『省
内
葉
集
』
)

〔
接
尾
辞
ス
〕

オ
モ
ホ

(『高
葉
集
』
)
↓
オ
モ
ホ
ス
〔
御
念
〕

(『市
内
葉
集
』)

ナ
ヤ
マ
〔
不
平
・
阻
〕

(『高
業
集
』
)
↓
ナ
ヤ
マ
ス
〔
悩
〕

(『商
業
集
』
)

ーL
ノ、

ツ
カ
ラ
〔
疲
〕

(『続
日
本
紀
』
宣
命
)
↓
ツ
カ
ラ
ス

(『歌
経
標
式
』)

{合
計
ご
一
例
]

そ
し
て
、
形
容
詞
被
覆
形
の
形
容
詞
派
生
用
法
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
派
生

形
容
詞
の
異
な
り
語
数
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

〔
ク
活
用
語
基
〕

ヤ
ス
〔
安
〕
↓
ヤ
ス
シ
〔
安

・
易
〕
(
『古
事
記
』
)
等

〔シ
ク
活
用
語
基
〕
八

O
(
一O
)
例

六
六
(
一

O
)
例

ム
ナ
〔
空
〕

↓
ム
ナ
シ
〔
杢
〕
(
『市
内
葉
集
』
)
等

{合
計
一

四
六
(
二

O
)
例
}

形
容
詞
被
袈
形
の
三
用
法
の
中
で
圧
倒
的
に
例
が
多
い
こ
と
か
ら
、
形
容

詞
派
生
用
法
が
、
形
容
詞
被
覆
形
の
基
本
的
用
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五

第
一

節
に
挙
げ
た
図
2
に
従
っ
て
、
第
二
節

・
第
三
節

・
第
四
節
に
挙
げ

(日
)

た
も
の
を
、
異
な
り
語
数
と
共
に
図
に
す
る
と
、
図
3
の
よ
う
に
な
る
。



図
3 

お
川
名
詞
被
破
形
1
|

|
間
同
名
詞
被
覆
形
+
名
詞

J

J

J

¥
河
川
形
容
詞
被
覆
形
+
名
詞
(同一窃
)
一
複
合
名
詞

/
¥
~
訂
削
動
詞
被
覆
形
+
名
詞
(
岡
窃
)

」

¥
J
J
4

名
詞
被
夜
形
+
接
尾
辞
シ
(
回
窃
)

J

凶
凶
形
容
詞
被
波
形
ア
ー

T
凶
凶
形
容
詞
被
覆
形
+
接
尾
辞
シ
一
派
生
形
容
詞

J
¥
J
f

へお
一間
動
詞
被
毅
形
+
接
尾
辞
ン
(回
窃
)
」

¥一人二
6
川
名
詞
被
覆
形
+
接
尾
辞
(
悶
一
窃
)

J

¥

¥

J

ロ

形

容
詞
被
毅
形
+
位
松
尾
辞
(
悶
窃
)

γ

派
生
動
詞

邸
凶
動
詞
被
誼
形
「
|

|
叫
側
動
詞
被
覆
形
+
接
尾
辞
」

こ
の
図
3
の
う
ち
、
以
下
の
六
用
法
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
た
だ
し
、
ア

カ
〔
明

・
赤
〕
・
タ
カ
〔
高
〕
が
名
詞
被
覆
形
H

形
容
詞
被
覆
形
H

動
詞
被

覆
形
で
あ
る
と
い
う
点
は
、
①
1
⑥
に
共
通
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
こ
と
の

み
先
に
述
べ
て
お
く
。

①
形
容
詞
被
覆
形
の
名
詞
複
合
用
法

先
の
ア
カ
〔
明
赤
〕
・
タ
カ
〔
高
〕
の
他
、
ク
ロ
〔
黒
〕
・
ア
ヲ
〔
青
〕

は
名
詞
被
覆
形
H
形
容
詞
被
覆
形
で
あ
る
た
め
、
ア
カ
〔
明

・
赤
〕
・
タ
カ

〔
高
〕
+
名
詞
↓
複
合
名
詞

一
四

(
一
)
例
、
ク
ロ
〔
黒
〕
・
ア
ヲ
〔
青
〕
+

名
詞
↓
複
合
名
詞

一
四
例
に
つ
い
て
は
、
形
容
詞
被
恋
形
の
名
詞
複
合
用
法

で
あ
る
一
方
で
、
名
詞
被
覆
形
の
名
詞
複
合
用
法

(名
一剖
被
夜
形
の
基
本
的

被
覆
形
に
よ
る
複
合
・
派
生
の
再
考
察

用
法
)
で
も
あ
る
と
解
釈
出
来
る
。

一
方
、
そ
れ
以
外
に
は
、
形
容
詞
被
誼

形
の
名
詞
複
合
用
法
は
四
七

(
五
)
例
存
在
す
る
。

②
動
詞
被
覆
形
の
名
詞
複
合
用
法

先
の
ア
カ
〔
明
・
赤
〕
・
タ
カ
〔
高
〕
の
他、

タ
タ
〔
楯
〕
は
名
詞
被
覆

形
H

動
詞
被
覆
形
で
あ
る
た
め
、

ア
カ
〔
明

・
赤〕

・
タ
カ
〔
高
〕

+
名
詞

↓
複
合
名
詞

一
四

(
一
)
例
、
タ
タ
〔
立
〕
+
名
詞
↓
複
合
名
詞

一
例
は
、

動
詞
被
覆
形
の
名
詞
複
合
用
法
で
あ
る

一
方
で
、
名
詞
被
裂
形
の
名
詞
複
合

用
法

(名
詞
被
夜
形
の
基
本
的
用
法
)
で
も
あ
る
と
解
釈
出
来
る
。
一

方
、
そ
(げ
)

れ
以
外
に
は
、
動
詞
被
覆
形
の
名
詞
複
合
用
法
は
二
二
(
四
)
例
存
在
す
る
。

③
名
詞
被
覆
形
の
形
容
詞
派
生
用
法

先
の
ア
カ
〔
明

・
赤
〕
タ
カ
〔
高
〕
の
他
、
ク
ロ
〔
黒
〕

・
ア
ヲ
〔
青
〕

は
名
詞
被
覆
形
H
形
容
詞
被
覆
形
で
あ
る
た
め
、
ア
カ
〔
明

・
赤〕

・
タ
カ

〔
高
〕
+
接
尾
辞
シ
↓
派
生
形
容
詞
二
例
、
ク
ロ
〔
黒
〕

・
ア
ヲ
〔
青
〕
+
接

尾
辞
シ
↓
派
生
形
容
詞
二
例
の
合
計
四
例
は
、
全
て
、
名
詞
被
覆
形
の
形
容

詞
派
生
用
法
で
あ
る

一
方
で
、
形
容
詞
被
額
形
の
形
容
詞
派
生
用
法

(形
容

詞
被
夜
形
の
基
本
的
用
法
)
で
も
あ
る
と
解
釈
出
来
る
。
そ
れ
以
外
に
は
、

名
詞
被
整
形
の
形
容
詞
派
生
用
法
の
例
は
存
在
し
な
い
。

④
動
詞
被
誼
形
の
形
容
詞
派
生
用
法

第
三
節
の
、
「
動
詞
被
覆
形
の
形
容
詞
派
生
用
法
」
に
て
述
べ
た
よ
う
に
、

先
の
ア
カ
〔
明
・
赤
〕
・
タ
カ
〔
高
〕
を
含
め
、
ヒ
ク
〔
引
〕

↓
ヒ

カ
シ
の

七



被
覆
形
に
よ
る
複
合
派
生
の
再
考
察

ヒ
カ
等
の
一二
六

(五
)
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
動
詞
被
覆
形
は
、
全
て
形

容
詞
被
覆
形
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
派
生
形
容
詞
は
、
全
て
、
動

詞
被
覆
形
の
形
容
詞
派
生
用
法
で
あ
る

一
方
で
、
形
容
詞
被
夜
形
の
形
容
詞

派
生
用
法

(形
容
詞
被
夜
形
の
基
本
的
用
法
)
で
も
あ
る
と
解
釈
出
来
る
。
そ

れ
以
外
に
は
、
動
詞
被
覆
形
の
形
容
詞
派
生
用
法
の
例
は
存
在
し
な
い
。

⑤
名
詞
被
覆
形
の
動
詞
派
生
用
法

先
の
ア
カ
〔
明

・
赤
〕
・
タ
カ
〔
高
〕
の
他
、
タ
タ
〔
楯
〕
は
名
詞
被
覆

形
H
動
一剖
被
覆
形
で
あ
る
た
め
、
ア
カ
〔
明
・
赤
〕
タ
カ
〔
高
〕
+
接
尾

辞
↓
派
生
動
詞
三
例
、
タ
タ
〔
楯
〕
+
接
尾
辞
↓
派
生
動
一利

一
例
は
、
名
詞

被
夜
形
の
動
詞
派
生
用
法
で
あ
る

一
方
で
、
動
詞
被
覆
形
の
動
詞
派
生
用
法

(動
詞
被
夜
形
の
基
本
的
用
法
)
で
も
あ
る
と
解
釈
出
来
る
。
一

方
、
そ
れ
以

外
に
は
、
名
詞
被
覆
形
の
動
詞
派
生
用
法
は
二

(
ニ

例

(カ
ム
サ
ブ
〔
神

古

神

成
〕

ツ
ク
ノ
フ
〔
償
報
〕
)
し
か
存
在
し
な
い
。

@
形
容
詞
被
覆
形
の
動
詞
派
生
用
法

先
の
ア
カ
〔
明

・
赤
〕
・
タ
カ
〔
古
巴
の
他
、

ア
ラ
〔
荒
〕
・
ク
ラ
〔
閉

・

暗
〕
・
フ
ル
〔
古
〕
オ
モ
ホ

・
ナ
ヤ
マ
〔
不
平

阻
〕
・
ツ
カ
ラ
〔
疲
〕
は

形
容
詞
被
覆
形
H
動
詞
被
覆
形
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
る
派
生
動

詞
九
例
は
、
形
容
詞
被
覆
形
の
動
詞
派
生
用
法
で
あ
る
一
方
で
、
動
詞
被
袈

形
の
動
詞
派
生
用
法

(動
詞
被
覆
形
の
基
本
的
用
法
)
で
も
あ
る
と
解
釈
出
来

一
方
、
そ
れ
以
外
に
は
、
形
容
詞
被
覆
形
の
動
詞
派
生
用
法
は
三
例

る

Ji、

(ヒ
ロ
ル
〔
弘
〕
・
タ
ハ
ル
ホ
ル
〔
欲
〕
)
し
か
存
在
し
な
い
。

こ
こ
で
、

①

j

@
に
お
い
て
、
名
詞
被
覆
形
の
基
本
的
用
法
・
形
容
詞
被

震
形
の
基
本
的
用
法
・
動
詞
被
覆
形
の
基
本
的
用
法
で
も
あ
る
と
解
釈
出
来

る
と
述
べ
た
例
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
名
詞
被
覆
形
H
形
容
詞

被
覆
形
H
動
詞
被
覆
形
」

・
「
名
詞
被
覆
形
H
形
容
詞
被
覆
形
」
・
「
形
容
詞
被

覆
形
H
動
詞
被
覆
形
」
・
「
動
詞
被
覆
形
H
名
詞
被
覆
形
L

と
な
る
被
覆
形
、

及
び
、
そ
れ
ら
か
ら
の
名
前
複
合
用
法
形
容
詞
派
生
用
法

・
動
詞
派
生
用

法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
節
で
挙
げ
た
図
1
と
類
似
し
た
形
態
を
成
し
て

お
り
、
図
に
す
る
と
、
図
4
の
よ
う
に
な
る

(「H
」
部
分
は
、

適
用
さ
れ
る
場
合
と
、

全
て
が
適
用
さ
れ
る
場
合
と
が
あ
る
)。

一
つ
の
み
が

図
4 

派
生
動
詞

複
合
名
詞

派
生
形
容
詞

図
4
に
当
た
る
も
の
は
、
名
詞
被
覆
形
H
形
容
詞
被
覆
形
H
動
詞
被
覆
形

と
な
る
被
覆
形
の
総
数
が
二
例
、
名
詞
被
覆
形
H
形
容
詞
被
覆
形
と
な
る
被

覆
形
の
総
数
が
二
例
、
形
容
詞
被
覆
形
H
動
詞
被
覆
形
と
な
る
被
覆
形
の
総

数
が
三
四

(五
)
例
、
動
詞
被
覆
形
H
名
詞
被
覆
形
と
な
る
被
覆
形
の
総
数

が
一
例
、
そ
し
て
、
複
合
名
詞
の
総
数
が
二
九

(
こ

例
、
派
生
形
容
詞
の



総
数
が
三
八

(
五
)
例
、
派
生
動
詞
の
総
数
が

一
O
例
で
あ
る
。

な
お
、
形
容
調
被
覆
形
H
動
詞
被
覆
形
と
な
る
被
覆
形
の
総
数
は
、
他
に

比
べ
て
多
い
。
こ
の
た
め
、
有
坂

(一

九
三
こ

で
は
、
川
下
に
接
尾
辞

ス
・
ル
な
ど
を
伴
っ
て

(派
生
)
動
詞
を
作
る
場
合
と
、

ω下
に
接
尾
辞
シ

を
伴
っ
て
(
派
生
)
形
容
詞
を
作
る
場
合
と
を
、
あ
え
て
分
け
ず
に
論
を
進

め
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
図

3
か
ら
、
前
述
の
図
4
に
当
た
る
も
の
を
除
い
た
図
を
作
っ
て

(
同
)

み
る
と
、
図
5
の
よ
う
に
な
る
。

図
5 

初
川
名
詞
被
覆
形
1
|
|
加
川
名
詞
被
覆
形
+
名
詞

J
¥円
引
同
形
容
詞
被
覆
形
+
名
詞

ζ
~辺
川
動
司則
被
覆
形
+
名
詞

川
川
同
形
容
詞
整
形
平
|
十
四
川
同
形
容
詞
被
覆
形
+
接
尾

¥

/

「

2
川
名
詞
被
覆
形
+
接
尾
辞

J

¥

J
3

形
容
詞
被
覆
形
+
接
尾
辞
一
保
生
動
詞

邸
側
動
詞
被
産
形
「
|
|
印
凶
動
詞
被
援
形
+
接
尾
辞
」

各
品
詞
の
被
覆
形
と
そ
れ
に
よ
る
用
法
の
用
例
数
を
数
え
、
図
に
し
た
も

の
が
図

3
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図

3
は
、
図
4
と
図

5
に
分
け
ら
れ
る
。
図

複
t、

名

派
生
形
容
詞

被
夜
形
に
よ
る
複
合
派
生
の
再
考
『
察

4
を
作
り
、
図

3
を
図

4
と
図

5
に
分
け
る
こ
と
に
よ
り
、
図

3
の
笑
態
が

よ
く
分
か
り
、
図
3
を
シ
ス
テ
ム
別
に
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
図
3
・
図
4
・
図
5
と
同
様
に
、
第

一
節
に
挙
げ
た
図
l
・
図
2

に
つ
い
て
も
考
え
る
。
第
一

節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
川
端

(一

九
七
九
)
に

お
け
る
形
状
言
と
複
合
名
詞

・
派
生
形
容
詞
・
派
生
動
詞
を
図
に
し
た
も
の

が
図
ー
で
あ
り
、
名
詞
被
覆
形

・
形
容
詞
被
恋
形

・
動
詞
被
覆
形
と
、
複
合

名
詞
・
派
生
形
容
詞
・
派
生
動
詞
を
図
に
し
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。
こ
の
、

図
ー
を
本
稿
上
で
図
に
し
た
も
の
が
図
4
に
当
た
り
、
図
2
を
詳
細
に
し
た

も
の
が
図
3
に
当
た
る
。

さ
て
、
図
4
と
図

5
に
当
た
る
も
の
の
用
例
数
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

図
4
に
当
た
る
も
の
は
、
前
述
の
通
り
、
複
合
名
詞
の
総
数
が
二
九

(
こ

例
、
派
生
形
容
詞
の
総
数
が
三
八

(
五
)
例
、
派
生
動
詞
の
総
数
が

一
O
例

で
あ
る
。
一

方
、
図

5
に
当
た
る
も
の
は
、
複
合
名
詞
の
総
数
が

二
二
七

(凶
)

(
一
五
)
例
、
派
生
形
容
詞
の
総
数
が

一
O
八

(
一
五
)
例
、
派
生
動
詞
の
総

数
が

二
二
七

(
二
二

例
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
全
体
数
と
し
て
は
、
図

4
に

当
た
る
例
よ
り
も
図

5
に
当
た
る
例
の
方
が
か
な
り
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
図
4
か
ら
図

5
へ
と
い
う
方
向
性
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
元
々
は
、
各
日
間
詞
の
被
覆
形
問
の
境
界
線
が
明
確
で
は
な
い
状

態
の
ま
ま
、
名
詞
複
合
用
法
形
容
詞
派
生
用
法

・
動
詞
派
生
用
法
の
三
用

ブL



被
援
形
に
よ
る
複
合

-
派
生
の
再
考
察

法
が
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
図
4
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
し
か
し
、
被
覆

形
が
、
名
詞
被
覆
形
・
形
容
詞
被
覆
形

・
動
詞
被
覆
形
の
三
つ
に
分
か
れ
て

行
き
、
名
詞
被
覆
形
か
ら
は
、
基
本
的
用
法
で
あ
る
名
詞
複
合
用
法
が
、
形

容
詞
被
覆
形
か
ら
は
、
基
本
的
用
法
で
あ
る
形
容
詞
派
生
用
法
と
、
名
詞
複

合
用
法
の
二
用
法
が
、
動
詞
被
程
形
か
ら
は
、
基
本
的
用
法
で
あ
る
動
詞
派

生
用
法
と
、
名
詞
複
合
用
法
の
二
用
法
が
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
方

向
性
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る

な
ら
ば
、
そ
の
方
向
に
進
ん
で
行
っ
た
結
果
が
、
図
5
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
二
節

・
第
三
節

・
第
四
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
数
の
上
か

ら
見
て
、
名
詞
被
覆
形
の
基
本
的
用
法
は
名
詞
複
合
用
法
、
動
詞
被
覆
形
の

基
本
的
用
法
は
動
詞
派
生
用
法
、
そ
し
て
、
形
容
詞
被
恋
形
の
基
本
的
用
法

は
形
容
詞
派
生
用
法
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
「
交
錯
」
す
る
用
法
と
い
う
も
の
を
考
え
る
な
ら
ば
、
基
本
的

用
法
以
外
の
用
法
で
あ
る
、
図
形
容
詞
被
覆
形
・
動
一剖
被
覆
形
の
名
詞
複
合

用
法

(
①
②
)
、
国
名
詞
被
覆
形
動
詞
被
麓
形
の
形
容
詞
派
生
用
法

(③

・
@
)
、
固
名
詞
被
覆
形
・
形
容
詞
被
覆
形
の
動
詞
派
生
用
法

(⑤

・
⑥
)

が
、
囚
・
固

・
固
共
に
、
ま
た
は
、
囚
国
共
に
、
ま
た
は
、
国
・
固
共
に
、

ま
た
は
、
ロ

・
囚
共
に
あ
る
こ
と
が
、
「
交
錯
」
す
る
用
法
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

四
O 

①

・
②
で
述
べ
た
よ
う
に
、
囚

(①

・
②
)
つ
い

て
は
、
名
詞
被
覆
形
の

基
本
的
用
法
で
も
あ
る
も
の
以
外
に
も
、
無
視
で
き
な
い
量
の
用
例
が
存
在

す
る
。
し
か
し
、
③
・
④
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
(
③
・
④
)
は
形
容
詞
被

覆
形
の
基
本
的
用
法
で
も
あ
り
、
ま
た
、
⑤

・
@
で
述
べ
た
よ
う
に
、
固

(⑤

・
⑥
)
は
、
用
例
数
の
少
な
い
も
の
を
除
け
ば
、
動
詞
被
覆
形
の
基
本

(初
)

的
用
法
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
的
用
法
以
外
の
範
時
で
は
、
囚
は
存
在

す
る
が
、
固
は
存
在
せ
ず
、
回
も
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
囚

・
固
共

に
、
ま
た
は
、
固
・
固
共
に
、
ま
た
は
、
ロ

・
囚
共
に
、
ま
た
は
、
囚
・

固
・
固
共
に
あ
る
と
い
う
、
「
交
錯
」
し
て
い
る
状
態
で
は
ほ
ぼ
な
い
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

有
坂

(一

九
三
二
は
、
「
動
詞
的
諸
制
恨
の
被
覆
形
が
熟
語
の
初
項
中
項
と

し
て
あ
ら
は
れ
る
例
」
と
し
て
、

②
動
詞
被
誼
形
の
名
詞
複
合
用
法
に
当
た

る
用
例
を
、
「
名
詞
的
諸
根
が
動
詞
的
又
は
形
容
詞
的
接
尾
判
断
に
接
す
る
例
」

と
し
て
、
①
名
詞
被
覆
形
の
形
容
詞
派
生
用
法

⑤
名
詞
被
覆
形
の
動
詞
派

(
引
)

生
用
法
に
当
た
る
用
例
を
挙
げ
、
上
記
の
三
種
類
の
用
法
が
存
在
す
る
た
め

「
交
錯
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
、
②

・
③

・
⑤
の
用
法
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
囚

・
固

・
固
共
に
存
在
す
る
の
で
、
「
交
錯
」
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一

方
、
本
稿
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
①
1
@
の

用
例
を
挙
げ
た
上
で
、
図

4
に
当
た
る
用
法
を
除
い
た
結
果
、
①

・
②

・

つ
ま
り
囚

・
固
が
残
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
用
例
数
の
差

⑤

・
@
の
用
法
、



に
注
目
し
た
と
こ
ろ
、

他
の
用
法
に
比
べ
、

⑤

・
⑤
の
用
法
は
圧
倒
的
に
少

な
い
こ
と
か
ら
、
囚
は
存
在
す
る
が
固
は
ほ
ぼ
存
在
せ
ず
、
図

5
の
よ
う
に
、

「
交
錯
」
し
て
い
る
状
態
で
は
ほ
ぼ
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

次
に
、
図

5
か
ら
、
ほ
ほ
存
在
し
な
い
用
法

(点
線
部
分
)
を
除
い
た
図

を
作
る
と
、
図

6
の
よ
う
に
な
る
。

図
6 名

詞
被
覆
形

名
詞
被
覆
形
+
名
詞

¥
形
容
詞
被
覆
形
+
名
詞
一

¥

¥

動
詞
被
袈
形
+
名
詞
」

形
容
詞
被
夜
形
卜
J
卜
|
形
容
詞
被
覆
形
+
接
尾
辞
シ

動
詞
被
覆
形
卜
|

|

|
動
詞
被
覆
形
+
接
尾
辞

図

6
か
ら
、
名
詞
複
合
用
法
は
、
そ
れ
を
基
本
的
用
法
と
す
る
名
詞
被
麗

複
合
名
詞

派
生
形
容
詞

派
生
動
詞

形
だ
け
で
は
な
く
、
形
容
詞
被
覆
形

・
動
詞
被
覆
形
の
両
者
も
行
う
の
に
対

し
、
形
容
詞
派
生
用
法
は
、
そ
れ
を
基
本
的
用
法
と
す
る
形
容
詞
被
覆
形
の

み
が
基
本
的
に
行
い
、
動
詞
派
生
用
法
は
、
そ
れ
を
甘
桜
木
的
用
法
と
す
る
動

詞
被
覆
形
の
み
が
基
本
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
放
に
、
そ
の
点

で
、
名
詞
複
合
用
法
と
、
形
容
詞
派
生
用
法

・
動
詞
派
生
用
法
と
は
異
な
る

用
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、
下
接
す
る
も
の
が
、
名
詞

で
あ
る
の
か
接
尾
辞
で
あ
る
の
か
と
い
う
違
い
で
あ
る
。
名
詞
は
、
基
本
的

被
覆
形
に
よ
る
複
合

・
派
生
の
一再
考
察

に
上
接
す
る
も
の
に
制
限
が
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
接
尾
辞
に
は
上
接
す

る
も
の
に
制
限
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
複
合
名
詞
を
作
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
派
生
形
容
詞
・
派
生
一
動
詞
を
作
る
こ
と
は
複
合
動
詞
ほ
ど
容

易
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
名
詞
と
接
尾
辞
の
数
の
遠
い
が
考
え
ら
れ
る
。
名
詞
は
数
多
く
存

在
す
る
が
、
動
詞
形
容
詞
を
作
る
按
尾
辞
は
、
動
詞
を
作
る
注

(5
)に
挙

げ
た
若
干
数
の
も
の
、
及
び
形
容
詞
を
作
る
シ
が
存
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
複
合
名
詞
を
作
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
派
生
形

容
詞

・
派
生
動
詞
を
作
る
こ
と
は
複
合
名
詞
ほ
ど
容
易
で
は
な
か

っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
複
合
名
詞
と
、
派
生
形
容
詞
派
生
動
詞
の
性
質
の
速
い
が
考

え
ら
れ
る
。
複
合
名
詞
を
作
る
際
に
は
、

一
つ

の
被
覆
形
が
数
多
く
の
異
な

っ
た
名
詞
を
下
接
す
る
こ
と
が
多
々
あ
る
。
し
か
し
、

派
生
形
容
詞
を
作
る

際
に
は
接
尾
辞
シ
の
み
を
下
接
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
派
生
動
詞
を
作

る
際
に
も
、
ノ
ク
↓
ノ
コ
ス
〔
遺
〕
・
ノ
コ
ル
〔
逃
〕
の
よ
う
に
、
二
種
類

の
接
尾
辞
を
下
接
す
る
被
較
形
も
存
在
す
る
が
、
一

O
例
の
み
で
あ
る
。
故

に
、
複
合
名
詞
を
作
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
派
生
形
容
詞

・

派
生
動
詞
を
作
る
こ
と
は
複
合
動
詞
ほ
ど
容
易
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
の
結
果
、
容
易
で
あ
る
と
こ
ろ
の
名
詞
複
合
用
法
は
、
名
詞
被
袈
形
の

l瑚



被
援
形
に
よ
る
複
合
派
生
の
再
考
察

み
な
ら
ず
、
形
容
詞
被
覆
形

・
動
詞
被
覆
形
の
両
者
も
行
っ
て
い
た
の
に
対

し
、
複
合
動
詞
ほ
ど
容
易
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
形
容
詞
派
生
用
法

・
動
詞
派

生
用
法
は
、
基
本
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
形
容
詞
被
覆
形

・
動
詞
被
覆
形
の
み

が
行
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
稿
は
形
容
詞
被
覆
形
を
想
定
し
た
上
で
、
「
交
錯
す

る
」
用
法
の
有
無
と
い
う
こ
と
を
手
掛
か
り
に
、
被
覆
形
全
体
に
つ
い
て
再

考
察
し
た
。
そ
し
て
、
「
交
錯
」
し
て
い
る
状
態
で
は
ほ
ぼ
な
い
と
判
断
す

る
に
至
り
、
そ
の
上
で
、
名
詞
複
合
用
法
と
形
容
詞
派
生
用
法

・
動
詞
派
生

用
法
と
が
異
な
る
用
法
で
あ
る
こ
と
を
、
複
合
と
派
生
の
性
質
の
遠
い
に
よ

っ
て
説
明
し
た
。

先
の
よ
う
に
、
図
4
の
よ
う
な
名
詞
複
合
用
法
・
形
容
詞
派
生
用
法
・
動

詞
派
生
用
法
と
、
図

5
の
よ
う
な
そ
れ
ら
と
を
区
別
し
て
考
察
し
て
来
た
が
、

そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
複
合
用
法

・
派
生
用
法
、
と
り
わ
け
派
生
用
法
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
分
析
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
後
と
も
、
上
代
語
の
認
構
成
に
つ
い
て
再
考
察
し
て
行
き
た
い
。

注(l
)

本
稿
中
の
表
に
扱
っ
た
四
段

・
二
段
動
詞
は
、

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上

代
編
』
に
項
目
の
あ
る
動
詞
が
基
本
で
あ
る
。
た
だ
し
、

『時
代
別
国
語
大

四

辞
典
上
代
一
縦
』
の
項
目
に
掲
げ
て
あ
る
も
の
で
も
、
実
際
の
用
例
に
お
い
て

は
被
覆
形
か
露
出
形
か
が
確
定
出
来
な
い
例
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は
被
覆
形
か
露
出
形
か
が
分
か
る
碓
例
の
み
を
挙
げ
た
。

ま
た
、
動
詞
被
覆
形
に
限
ら
ず
、
平
安
初
期
の
用
例
も
入
れ
る
こ
と
に
す

る
。
平
安
初
期
の
用
例
も
入
れ
る
こ
と
に
す
る
の
は
、
上
代
の
碓
例
だ
け
で

は
用
例
数
が
少
な
い
と
い
う
理
由
も
あ
る
が
、
平
安
初
期
と
そ
れ
以
降
と
の

問
で
言
葉
が
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
金
水

(一

九
八
三
)
「
平
安
時
代
の
仮
名
散
文
資
料
で
は
、
十
世
紀
中
頃
ま
で
ヲ
リ

と
ヰ
タ
リ
が
ヰ
ル
の
状
態
化
形
式
の
中
心
と
な
り
、
ヲ
リ
は
主
語
下
位
待
遇

の
機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
、
安
部
(
一
九
九
六
)
「
中
古
の
形
容
詞
延

べ
語
数
を
、
上
代
詩
・
中
古
語
の
比
率
か
ら
分
析
す
る
と
、
中
古
前
期
後
期

で
段
階
的
な
相
違
が
あ
り
」
、
村
田
(
二

O
O
五
)
第
三
筋
第
二
章
「
情
態

副
詞
と
の
連
続
性
に
お
い
て
カ
ナ
リ
型
形
容
動
詞
に
は
歴
史
性
が
あ
り
、
諸
問

の
新
し
さ
古
さ
と
い
う
認
識
に
お
い
て
は
、
ゲ
ナ
リ
型
形
容
動
詞
に
新
し

さ
を
見
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
九

0
0年
代
半
ば
以
降
の
作
品
で
、
ゲ
ナ
リ

型
の
語
の
種
類
(
異
な
り
語
数
)
が
増
加
し
、
カ
ナ
リ
型
を
凌
ぐ
作
口
聞
が
多

数
現
れ
る
よ
う
に
な
る
」
な
ど
の
指
摘
か
ら
、
平
安
初
期
と
そ
れ
以
降
と
の

問
で
言
業
が
大
き
く
変
わ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
一
二
つ
の
論
文
は
、
全
く
異
な
る
対
象
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
平
安
初

期
と
そ
れ
以
降
と
の
間
で
言
葉
が
大
き
く
変
わ
る
理
由
も
奥
な
る
。
し
か
し
、

三
つ
の
全
く
異
な
る
対
象
に
お
い
て
、
言
葉
の
変
化
の
時
期
が
一
致
し
た
と



い
う
こ
と
は
、
対
象
を
問
わ
ず
、
平
安
初
期
と
そ
れ
以
降
と
の
問
が
言
葉
の

大
き
な
変
化
の
時
間
別
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

上
代
の
用
例
の
み
な
ら
ず
、
平
安
初
期
の
用
例
も
入
れ
る
こ
と
に
す
る
。

(2
)
降
矢

(二

O
O
六
)
第
一

節
参
照
。

(
3
)

有
坂

・
池
上
法
則
第
三
則
に
よ
れ
ば
、
甲
類
の
可
能
性
が
古
川
い
と
考
え
ら

れ
る
o

『岩
波
古
語
辞
典
』
「
あ
を
か
き

{青
垣
}」
の
項
に
「
白
老

O
E
rと

と
あ
る
こ
と
も
参
照
さ
れ
る
。

(4
)
接
尾
鮮
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
注

(5
)参
照
。

(5
)
有
坂

(一

九
三

二

で
は
、
ス

(他
動
)
・
ル

・
ク
・
ツ
・
ブ
・
ナ
フ

パ
フ
を
接
尾
辞
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
が
、
本
節
で
は
、
そ
の
他
に
ス

(
尊
敬
)
・
フ
・
ム

・
カ
ス

・
ガ
ル
・
サ
ブ

・
ノ
フ
も
接
尾
辞
と
し
て
カ
ウ
ン

ト
す
る
。
ス
(
尊
敬
)
・
フ
・
ム

・
カ
ス

・
ガ
ル
は
、
ナ
ス
〔
眠
〕

・
ツ
タ
フ

〔伝〕

・
フ
カ
ム
〔
深
〕
・
オ
ピ
ヤ
カ
ス
〔
脅

・
劫
〕
・
ム
ラ
ガ
ル

〔群
〕
の
よ

う
に
、
下
二
段
動
詞
の
末
尾
の
音
節
が
ア
列
で
あ
る
も
の
に
接
続
し
て
い
る

の
で
接
尾
辞
と
見
て
良
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
サ
ブ
ノ

フ
は
、
動
詞
被
恋
形
に
伴
わ
れ
る
例
は
な
い
の
で
こ
こ
に
は
挙
げ
な
い
が
、

第
二
節
で
は
取
り
上
げ
て
い
る
。

因
み
に
、
ス

(尊
敬
)
・
フ
に
つ
い
て
は
、
小
柳

(二

O
一
一
)
で
、
「
E

す

(部
敬
)

ふ

(継
続
)
」
と
し
た
上
で
、
接
尾
辞

(小
柳

(二

O
一
一
)

の
中
で
は
「
接
尾
語
」
)
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
。

四
段
動
詞
+
接
尾
辞
シ
に
よ
る
派
生
形
容
詞
は
シ
ク
活
用
の
み
で
あ
る
が
、

6 

被
猿
形
に
よ
る
複
合

・
派
生
の
再
考
察

下
二
段
動
詞
+
接
尾
辞
シ
に
よ
る
派
生
形
容
詞
、
上
二
段
動
詞

T後
尾
辞
シ

に
よ
る
派
生
形
容
詞
に
は
、
シ
ク
活
用
だ
け
で
は
な
く
、
ア
カ
シ
〔
明
〕

・

タ
カ
シ
〔
高
〕

・
フ
カ
シ
〔
深
〕

・
ア
サ
シ
〔
浅
〕

・
ア
ラ
シ
〔
荒
〕

・
ク
ラ
シ

〔
暗
〕
、
及
び
、
フ
ル
シ

〔
古
〕
と
い
う
ク
活
用
の
も
の
も
あ
る
。
釘
貰

ご

九
九
六
)
第
三
部
第
五
章
参
照
。

(7
)

『市
内
葉
集
』
の
「
名
付
酋
」
の
例
と
合
わ
せ
る
と
、
ナ
ツ
ク
〔
馴
〕
は
上

代
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

ゆ

い

ナ
ツ
ク
〔
馴
〕
な
つ
き
に
し
〈
名
付
西
〉
奈
良
の
都
の
荒
れ
行
け
ば
出
で

含

立
つ
ご
と
に
耐
嘆
暁
き
し
増
さ
る
(ミ『
市鴎内業集
』

一(O)
四
九
)

(8
)
『商
業
集
』
の
「
浅
か
家
留
香
裳
」
の
例
と
合
わ
せ
る
と
、
ア
ス
〔
浅
〕

は
上
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

あ

ま

さ

ぐ

め

い

は

ふ

ね

は

た

か

っ

ア
ス
〔
浅
〕
ひ
さ
か
た
の
天
の
探
女
が
石
船
の
泊
て
し
古
阿
津
は
あ
せ
に
け

る
か
も

〈浅
伝
家
向
四
番
裳
〉
(
『商
業
集
』
二
九
二
)

ま
た
、
ア
サ
シ
と
い
う
ク
活
用
の
派
生
形
容
詞
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
四
段

動
詞
で
は
な
く
下
二
段
動
詞
ア
ス
〔
浅
〕
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
有
坂

(一

九
三

こ

は
、
四
段
動
詞
か
ら
派
生
す
る
ク
活
用
形
容
詞
と
し
て
ア
サ

シ
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ア
ス
〔
浅
〕

(四
段
)
か
ら
派
生
し
た
の
で

は
な
く
、
ア
ス
〔
浅
〕

(下
二
段
)
か
ら
の
派
生
と
と
ら
え
る
方
が
良
い
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
釘
賞

(一

九
九
六
)
第
三
部
第
五
章
に
、
「
ク
活

用
形
容
詞
を
派
生
す
る
動
詞
群
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
確
認
し
得
る
限
り
す

べ
て
二
段
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
四
段
動
詞

四



被
覆
形
に
よ
る
複
合

・
派
生
の
再
考
察

か
ら
ク
活
用
形
容
詞
が
派
生
し
た
例
は
他
に
な
い
こ
と
に
よ
る
。

(9
)

『祝
一
利
』
の
「
悦
侃
」
の
例
と
合
わ
せ
る
と
、
同
同
同
ブ
〔
喜

歓

悦
〕
は
上
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

同
仰
い
ブ
〔
喜

・
歓
悦
〕
教
悟
給
比
那
我
良
船
居
作
給
脚
礼
悦
一
肌
嘉
一昨

(『
祝
詞
』
遣
唐
使
時
奉
幣
)
(
卜
部
兼
永
本
)

(叩
)

四
段
ナ
ク
〔
泣
嶋
〕

(
『
古
事
記
』)
↓
ナ
ク
メ
(
『日
本
書
紀
』)
、
四

段

・
下
二
段
両
用
タ
ル
〔
垂
〕(『
寓
葉
集
』)
↓
タ
ル
ヒ
メ
(
『商
業
集
』)

な
ど
の
よ
う
に
、
末
尾
の
音
節
が
ウ
列
で
あ
る
被
覆
形
も
存
在
す
る

(四
段

動
詞
か
ら
の
被
波
形
は

一
一
(
二
)
例
、
四
段

・
下
二
段
両
用
の
動
詞
被
薮

形
は
二
例
)。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
、
四
段
動
詞
の
連
体
形
、
四
段
下
二
.

段
両
用
の
動
詞
の

(四
段
動
詞
の
)
連
体
形
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
と
は
言

え
な
い
た
め
、
と
り
あ
え
ず
削
除
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

(日
)

注

(8)
参
照
。

(ロ
)

林

(二

O
O
六
)
参
照
。

(日
)

林

(二

O
O
凶
)
参
照
。

と
こ
ろ
で
、
実
は
、
タ
フ
ト
〔
賞
尊
〕
(
『古
事
記
』)
↓
タ
フ
ト
プ

〔
貴
尊
〕
(
『続
日
本
紀
』
宣
命
)
、
ヒ
ロ
〔
広
〕
(
『禽
葉
集
』)
↓
ヒ
ロ
ム

〔
弘
〕
(
『
続
日
本
紀
』
宣
命
)
の
よ
う
に
、
ク
活
用
形
容
詞
被
夜
形
+
接
尾

辞

ブ

ム

↓
派
生
動
詞
の
例
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
の

場
合
で
見
て
み
る
と
、
カ
ナ
シ
〔
悲

・
哀

・
憐〕

(『
商
業
集
』)
↓
カ
ナ
シ

フ
〔
哀

・
懐
〕
(
『高
葉
集
』)
、
ト
モ
シ
〔
乏
〕
(
『古
事
記
』
)
↓
ト
モ
シ
ム

回
目

〔
令
乏
〕
(
『
関
業
集
』)

の
よ
う
に
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
被
覆
形
+
接
尾
辞

ブ

・
ム
↓
派
生
動
詞
で
は
な
く
、
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
+
接
尾
辞
プ
・
ム

↓
派
生
動
詞
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
タ
フ
ト
ブ

〔貴

・
尊〕

・
ヒ
ロ
ム
〔
弘
〕
の
よ
う
な
例
は
、
形
容
詞
語
幹
の
用
法
と
し
て
、

ク
活
用
形
容
詞
語
幹
+
接
尾
辞
ブ

・
ム
↓
派
生
動
詞
の
例
で
あ
る
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
タ
フ
ト
ブ
〔
費

・
尊
〕
・
ヒ
ロ
ム
〔
弘
〕
の
よ
う

な
例
は
、
こ
こ
で
は
削
除
す
る
。

ま
た
、

形
容
詞
被
覆
形
+
接
尾
昨
ブ
ム
の
例
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ア
ヲ
ム
〔
車
同
〕
の
例
も
削
除
す
る
こ
と
に
す
る
。

(M
)

『商
業
集
』
の
「
古
須
」
の
例
と
合
わ
せ
る
と
、
フ
ル
ス
〔
古
〕
は
上
代

か
ら
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

て

る

さ

づ

ふ

る

フ
ル
ス
〔
古
〕
照
左
豆
が
手
に
巻
き
古
す
〈
手
か
継
古
須
〉
玉
も
が
も
そ

ぞ

か

わ

の
緒
は
替
へ
て
我
が
玉
に
せ
む
(
『商
業
集
』一一一一一一
六
)

(日
)

図

3
の
動
詞
被
夜
形
と
動
詞
被
夜
形
+
接
尾
辞
に
よ
る
派
生
動
詞
の
異
な

り
語
数
だ
け
を
見
る
と
、
一
見
、
あ
ま
り
派
生
動
詞
を
作
っ
て
い
な
い
よ
う

に
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
、
動
詞
被
覆
形
の
異
な
り
語
数
が
、
派
生
動
詞
を

作
る
動
詞
被
夜
形
、
派
生
形
容
詞
を
作
る
動
詞
被
覆
形
、
複
合
名
詞
を
作
る

動
詞
被
夜
形
の
合
計
数
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

(凶
)
注
(
叩
)
で
、
四
段
動
詞
、
四
段
下
二
段
両
用
の
動
詞
の
末
尾
の
音
節
が

ウ
列
で
あ
る
被
覆
形
を
と
り
あ
え
ず
削
除
し
た
が
、
も
し
こ
れ
を
削
除
し
な

け
れ
ば
、
三
七
(
五
)
例
か
ら
五

O
(七
)
例
に
増
加
す
る
。



(口
)

注
(叩
)
で
、
四
段
動
詞
、
四
段

・
下
二
段
両
用
の
動
詞
の
末
尾
の
音
節
が

ウ
列
で
あ
る
被
覆
形
を
と
り
あ
え
ず
削
除
し
た
が
、
注
(
日
)
と
同
様
に
、
も

し
こ
れ
を
削
除
し
な
け
れ
ば
、

二
二
(
四
)
例
か
ら
三
五

(六
)
例
に
増
加

す
る
。

(川崎
)

注
(口
)参
照
。

(ゆ
)

形
容
詞
被
複
形
H
動
詞
被
夜
形
で
あ
る
被
複
形
に
よ
る
複
合
名
詞
が

二一

(
三
)
例
あ
る
た
め
、
こ
の
数
字
に
な
る
。

(初
)

囚

(①

・
①
)
の
う
ち
の

二
九

(
一
)
例
、
固

(③

・
④
)

の
全
三
八

(五
)
例
、
回

(
@
・
⑥
)

の
う
ち
の
一

O
例
は
図
4
の
所
属
、
囚
(①

・

②
)

の
う
ち
の
二
八

(五
)
例

(①
と
②
の
両
方
に
、
形
容
詞
被
覆
形
H
動

詞
被
覆
形
と
な
る
被
援
形
に
よ
る
複
合
名
詞

一
二
(
三
)
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
こ
の
数
字
に
な
る
)
、
固

(
⑤
⑤
)

の
う
ち
の
五

(
一
)
例
は
、

図
5
の
所
属
と
な
る
。

な
お
、
図
5
所
属
の
回
五

(
二

例
の
う
ち
の
、

⑤
一
一
(
一
)
例
は
、
第

四
節
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
カ
ム
サ
ブ
〔
神
古
・
利
成
〕

・
ツ
ク
ノ
フ
〔
俄

・

報
〕
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
派
生
動
詞
に
含
ま
れ
る
接
尾
静
サ
ブ

・
ノ
フ
は
、

二
音
節
で
あ
り
、
か
っ
、
特
殊
な
事
情
を
持
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、

サ
ブ
は
、

『時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
に
よ
る
と
、
「
動
詞
サ
ブ
が
接
尾

語
化
し
た
も
の
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ノ
フ
で
あ
る
が
、
ま
ず
、

接
尾
辞
ナ
フ
は

一
次
的
な
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
、

『時

代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
「
な
ふ
」
項
に
「
ノ
フ
の
形
を
と
る
も
の
も
同

被
覆
形
に
よ
る
複
合

・
派
生
の
再
考
察

じ
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ナ
フ
↓
ノ
フ
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
次
的
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
接
尾
辞
、
一
次
的

に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
桜
尾
辞
を
伴
っ
た
、
若

干
数
の
派
生
動
詞
の
み
が
、
こ
こ
に
所
属
し
て
い
る
。

(幻
)
有
坂
(
一

九
三

こ

に
お
い
て
、
動
詞
被
夜
形
の
名
詞
複
合
朋
法
に
当
た

る
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
用
例
の
う
ち
、
以
下
の
用
例
は
、
本
稿
で

は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
ア
ラ
ヒ
ト
ガ
ミ
〔
現
人
神
〕
は
、
確
例
が
平
安

中
期
以
降
に
な
る
た
め
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。
次
に
、
ツ
ラ
ナ
ム
・
タ
タ
サ

〔
縦
〕
ナ
ゴ
ヤ
は
、
ナ
ム
サ
ヤ
が
名
詞
で
は
な
い
た
め
、
複
合
名
詞
で

は
な
い
の
で
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。
そ
し
て
、
ア
カ
ト
キ
〔
眺

・
五
更
〕
は
図

4
の
所
属
に
な
る
た
め
、
図
5
で
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。

ま
た
、
名
一刻
被
覆
形
の
動
詞
派
生
用
法
形
容
詞
派
生
用
法
に
当
た
る
用

例
の
う
ち
、
以
下
の
朋
例
も
、
本
論
で
は
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
。
ナ
ス

〔
鳴
〕
・
ナ
ル
〔
鳴
〕
の
ナ
、
ツ
ル
〔
釣
〕
の
ツ
は
、
ナ
+
名
詞
↓
複
合
名
詞
、

ツ
+
名
詞
↓
複
合
名
詞
の
用
例
が
な
い
た
め
、
名
詞
被
波
形
で
は
な
い
と
し
、

カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。
そ
し
て
、
タ
カ
シ
〔
高
〕
ア
ヲ
シ
〔
青
〕
は
図
4
の

所
属
に
な
る
た
め
、
図

5
で
は
カ
ウ
ン
ト
し
な
い
。

な
お
、
図
5
の
名
詞
被
援
形
の
動
詞
派
生
用
法
は
、
カ
ム
サ
ブ
〔
神
古
・

神
成
)
・
ツ
ク
ノ
フ
〔
償
・
報
〕
の

二
(
二

例
で
あ
る
が
、
も
し
、
有
坂

(一

九
三

こ

が
挙
げ
た
ナ
ス
〔
鳴
〕
ナ
ル
〔
山
崎
〕
・
ツ
ル
〔
釣
〕
を
加
え

て
五
(
二
例
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
、
他
の
用
法
に
比
べ
用
例
数

四
五



被
覆
形
に
よ
る
複
合

・
派
生
の
再
考
察

が
非
常
に
少
な
く
、
「
交
錯
」
し
て
い
る
状
態
で
は
ほ
ぼ
な
い
と
い
う
結
論

に
至
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

〈参
考
文
献〉
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)
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史
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史
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語
音
韻
史
の
研
究
増
補
新
版
』
一

九
五
七
三
省
堂
)

池
上
禎
造

(一

九
三
二
)
「
古
事
記
に
於
け
る
仮
名
「
毛
母
」
に
就
い
て
」

(『国
語

・
国
文
』
一
一
一

O
)

川
端
善
明

ご

九
七
九
)
『活
用
の
研
究

E
』
(一

九
九
七
清
文
堂
出
版
)

金
水
敏
(
一
九
八
三
)
「
上
代
中
古
の
ヰ
ル
と
ヲ
リ
|
|
状
態
化
形
式
の

推
移
|

|1」
(
『国
語
学
』

一一一一
四
)

釘
貫
亨
(
一
九
六
六
)

『古
代
日
本
語
の
形
態
変
化
』
(
和
泉
書
院
)

久

島

茂

(

二

O
O
二
『
〈
物
〉
と
〈
場
所
〉
の
対
立
|
|
知
覚
誼
開
設
の
意
味

体
系
|

l
』
(
く
ろ
し
お
出
版
)

小
柳
智
一

(二

O
一
一
)
「
上
代
の
動
詞
未
然
形
|
|
制
度
形
成
と
し
て
の
文

法
化
1
1
」

(『市
阿
茶
話
文
研
究
』
六
)

阪
倉
篤
義
(
一
九
六
六
)

『諾
構
成
の
研
究
』
(
角
川
書
応
)

四
六

(一

九
七
八
)
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

m
『増
補

(二

O
一

一

平
凡
社
)

浩
恵

(二

O
O
四
)「
上
代

・
中
古
に
見
ら
れ
る
形
容
詞
派
生
の
動
詞

|
|
形
容
詞
に
お
け
る
意
味
分
類
と
の
関
連
を
中
心
に
|
|
」
(
『国
語
諮

楽
史
の
研
究
』
二
十
三
)

(二

O
O
六
)
「
上
代
に
お
け
る
形
容
詞
誇
素
と
ニ
ー
ー
な
ぜ
ク

活
用
形
容
詞
諾
繁
は
単
独
で
ニ
を
伴
わ
な
い
か
|
|
」
(
『高
菜
』
第
百
九

十
四
号
)

村
田
菜
穂
子
(
二

O
O
五
)

『形
容
詞
形
容
動
詞
の
語
議
論
的
研
究
』
(
和
泉

書
院
)

蜂

矢

真

弓

(

二

O
O
六
)
「
名
詞
被
援
形
-
-
鉱
山
形
の
型
の
通
時
的
相
違
」

(『国
語
器
開
設
史
の
研
究
』
二
十
五
)

日
本
語
の
語
源
』

林〔
附
記
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
政
築
学
会
編
輯
委
員
会
の
方
々
に
御
指

導

・
御
教
示
頂
い
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
本
稿
は
、
上
代
研
究
会
(
二

O
一
一
年
一
一
一
月
四
日
、
於
大
阪
市

立
大
学
)
に
て
、
「
形
容
詞
被
覆
形
の
想
定
に
よ
る
被
覆
形
の
再
考
察
」
と

い
う
題
で
発
表
し
た
も
の
を
再
考
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
折
り
に
御
質

問

・
御
教
示
下
さ
っ
た
方
々
、
そ
し
て
、
別
に
御
教
一
不
下
さ
っ
た
、
仮
名
遣

研
究
会
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

は
ち
ゃ

ま
ゆ
み

・
相
愛
大
学
非
常
勤
講
師
)
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O
第
六
十
五
回
葛
葉
学
会
全
国
大
会
報
告

平
成
二
十
四
年

(二

O
二
一
年
)
度
の
全
国
大
会
は
、
十
月
二
十
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
の
四
日
間
、

島
根
県
と
の
共
催
(
島
根
県
立
大
学

・
浜
田
市
後

援
)
で
開
催
さ
れ
た
。

〔第

一
日
目
〕

*
公
開
講
演
会

(島
狼
県
立
大
学
講
堂

〈浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
〉)

十
月
二
十
日

(土
)
午
後
二
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

挨
拶

坂
本
信
幸
氏

学
会
代
表

・
高
岡
市
部
業
廃
史
館
館
長

挨
拶

本
田
雄
一
氏

島
根
県
立
大
学
学
長

講
演『万
葉
集
』

の
「
歴
史
」
世
界
|
巻
六
を
め
ぐ
っ
て
|

明
治
大
学
大
学
院
特
任
教
授

・
東
京
大
学
名
誉
教
授

神
野
志
隆
光
氏

包
摂
す
る
情
感
|
柿
本
人
麻
呂
の
方
法

京
都
大
学
名
誉
教
授

内
田
賢
徳
氏

毛
利
正
{
寸
編
桁
委
員
)

ま
ず
商
業
学
会
代
表
の
坂
本
信
幸
氏
が
挨
拶
に
立
ち
、
学
会
が
島
根
県
浜

田
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
を
述
べ
、

島
被
県
、
島
根
県
立
大
学
、
浜

田
市
の
関
係
者
に
謝
意
を
表
さ
れ
た
。
次
に
島
根
県
立
大
学
学
長
本
田
雄
一

(司
会

報

とと
口

氏
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
後
、

神
野
志
隆
光
氏

・
内
田
賢
徳
氏
の
講

演
に
移
っ
た
。
神
野
志
隆
光
氏
の
講
演
は
、
『万
葉
集
』
巻
一
、

二
の
も
と

に
つ
く
ら
れ
る
「
歴
史
」
世
界
に
つ
い
て
、
巻
六
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
た
も

の
。
ま
た
、
内
回
賢
徳
氏
の
講
演
は
、
柿
本
人
麻
呂
の
方
法
に
つ
い
て
論
じ

た
も
の
で
、
石
見
相
聞
歌
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

公
開
講
演
会
に
引
き
続
き
、
第
五
回
「
前
向
業
学
会
奨
励
賞
」
の
授
賞
式
が

行
わ
れ
た
。
選
考
委
員
長
乾
善
彦
氏
か
ら
審
査
の
経
緯
な
ど
が
詳
し
く
説
明

さ
れ
、
坂
本
信
幸
代
表
よ
り
瀧
口
翠
氏
に
賞
状
と
副
賞
が
渡
さ
れ
た
。
な
お

昨
年
に
続
き
国
語
学
関
係
の
該
当
者
は
無
し
で
あ

っ
た
。

*
懇
親
会

(島
根
浜
田
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
)

十
月
二
十
日

(土
)
午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で

上
野
誠

・
吉
井
健
編
輯
委
員
)

坂
本
代
表
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
浜
田
市
長
宇
津
徹
男
氏
の
歓
迎
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。
ま
た
宇
津
氏
か
ら
市
内
築
学
会
に
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
記

念
品
は
、
石
見
神
楽
に
使
わ
れ
る
錘
雄
の
聞
で
、
邪
気
を
被
う
と
い
わ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
講
演
者
の
神
野
志
陵
光
氏
、
内
田
賢
徳
氏
の
挨
拶
と
続
い
た
。

島
根
県
立
大
学
副
学
長
飯
田
泰
三
氏
の
乾
杯
の
発
声
の
後
、
賑
や
か
に
懇
親

司
会

を
深
め
た
。

恒
例
の
研
究
発
表
会
予
定
者
の
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、
佐
野
宏
大
会
委
員
に

よ
り
今
回
の
学
会
の
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
京
都
大
学
、
奈
良
女
子
大

四
七



報
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学
、
明
治
大
学
の
院
生
の
縮
介
が
あ
っ
た
。
ま
た
今
回
の
学
会
で
大
変
お
世

話
に
な
っ
た
島
根
県
の
ス
タ
ァ
フ
を
代
表
し
て
島
根
県
西
部
県
民
セ
ン
タ
ー

寺
本
直
史
氏
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
宴
の
最
後
に
、
石
見
神
楽
(
細
谷
社

中
)
の
上
演
が
行
わ
れ
た
。
石
見
神
楽
は
現
在
浜
田
市
内
に
約
五
十
の
社
中

が
あ
る
と
の
こ
と
。
演
目
は
花
形
演
目
「
大
蛇
」
。
迫
力
あ
る
舞
と
独
特
の

酬
明
子
で
懇
親
会
参
加
者
を
魅
了
し
た
。
神
楽
の
余
韻
に
浸
り
つ
つ
、
毛
利
正

守
元
代
表
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。

*
研
究
発
表
会

(
島
根
県
立
大
学
講
堂
〈
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
〉

十
月
二
十
一
日
(
日
)
午
前
十
時
よ
り
午
後
五
時
ま
で

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

臥
病
贈
答
歌
群
に
お
け
る
大
伴
家
持
の
古
歌
意
識

明
治
大
学
大
学
院
生

問
中
美
幸
氏

天
平
四
年
西
海
道
節
度
使
を
送
る
歌大

阪
府
立
大
学
大
学
院
生

小
田
芳
寿
氏

(
司
会

奥
村
和
美
編
樹
委
員
)

上
代
特
殊
仮
名
遣
と
そ
の
異
例

愛
知
県
立
大
学
客
員
共
同
研
究
員

鈴
木

喬
氏

(
司
会

車Z

善
彦
編
輯
委
員
)

午
後
の
部
(
午
後
一
時
半
よ
り
)

『万
葉
集
』
巻
十
三
の
反
歌

高
岡
市
万
葉
歴
史
館

垣
見
修
司
氏

四
}¥ 

八
千
矛
神
の
「
神
話
回
」
を
め
ぐ
っ
て

北
海
道
大
学

金
沢
英
之
氏

(
司
会

鉄
野
田
国
弘
編
輯
委
員
)

「
麻
続
王
」
歌
二
首
の
作
品
構
造
的
分
析

古
風
土
記
の
地
名
表
記
と
和
銅
官
命

専
修
大
学

大
浦
誠
士
氏

皇
内
学
館
大
学

橋
本
雅
之
氏

彩
山
尚
之
編
騎
委
員
)

昨
年
の
奨
励
賞
受
賞
者
、
垣
見
修
司
氏
を
は
じ
め
、
七
名
の
発
表
が
あ
っ

た
。
商
業
集
の
他
、
古
事
記
、
風
土
記
、
国
語
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内
容

で
、
活
発
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
た
。
最
後
は
坂
本
代
表
の
挨
拶
で
締
め
く

く
ら
れ
た
。
島
根
県
、
島
根
県
立
大
学
、
浜
田
市
の
関
係
者
、
ま
た
ご
協
力

い
た
だ
い
た
各
大
学
の
大
学
院
生
各
位
に
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

(
司
会

(
大
島
信
生
記
)

*
臨
地
調
査
研
究
|
石
見
に
人
麻
呂
の
故
地
を
訪
ね
て
|

臨
地
調
査
研
究
の
一
日
目
(
十
月
二
十
二
日
)
、
予
定
出
発
時
刻
の
八
時
よ

り
数
分
は
や
く
、
駅
の
シ
ン
ボ
ル
「
ど
ん
ち
っ
ち
時
計
」
の
あ
る
浜
田
駅
を

出
発
し
た
。
本
臼
、
御
案
内
い
た
だ
く
神
英
雄
氏
(
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美

術
館
学
芸
課
長
)
は
、
歴
史
地
理
学
を
御
専
門
と
さ
れ
、
御
著
書

『柿
本
人

麻
巴
の
石
見
』
(
自
照
社
出
版
、
平
成
二
十
二
年
)
も
上
梓
さ
れ
て
い
る
。

十
分
ほ
ど
で
パ
ス
を
降
り
、
伊
甘
神
社
か
ら
下
府
廃
寺
跡
へ
と
歩
く
。
気

持
ち
よ
く
晴
れ
た
秋
空
の
下
、
快
適
な
朝
の
散
歩
を
楽
し
む
と
い
っ
た
感
じ
。

こ
こ
で
は
、
浜
田
市
教
育
委
員
会
の
川
本
氏
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。
古



代
の
石
見
国
の
中
心
地
だ
が
、
諸
説
あ
っ
て
図
的
の
跡
は
定
ま
ら
な
い
。
下

痢
川
が
暴
れ
川
で
あ
っ
た
た
め
か
、
確
た
る
造
物
は
い
ま
だ
に
出
て

い
な
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
パ
ス
で
、
少
し
離
れ
た
国
分
寺
跡
へ

。
近
く
で
発
見
さ
れ
た
窯
跡

か
ら
は
、
朝
鮮
半
島
の
影
響
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
軒
瓦
が
出
土
し
て
い
る

と
う
か
が
い
、
朝
鮮
半
島
を
対
岸
と
す
る
、
こ
の
国
の
位
置
を
あ
ら
た
め
て

田
山
つ
れ
~
。

一
行
は
、
車
中
の
左
手
に
海
と
砂
浜
を
日
に
し
な
が
ら
、
江
津
市
に
入
っ

て
大
崎
非
へ

。
浜
田
海
上
保
安
部
の
方
々
の
お
計
ら
い
で
、
梯
子
を
よ
じ
登

り
、
灯
台
の
最
上
階
に
上
が
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
山仰の
車問
さ
に
吸
い
込
ま

れ
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
都
農
の
浦
を
見
下
ろ
し
、
そ
し
て
高
角
山
を
眺
め

る
。
大
き
く
広
が
る
光
景
に
深
い
感
動
を
お
ぼ
え
た
。

都
野
津
の
柿
本
神
社
に
移
動
し
、
人
麻
巨
が
依
羅
娘
子
と
と
も
に
植
樹
し

た
と
い
う
松
の
二
代
目
を
確
認
。
続
い
て
、
そ
の
二
人
の
銅
像
の
据
え
ら
れ

た
高
角
山
公
園
に
赴
く
。
昭
和
二
十
二
年
に
、
こ
の
地
へ
の
入
植
者
が
人
麻

日
を
杷
っ
た
と
い
う
人
丸
神
社
の
周
囲
に
は
歌
碑
が
建
て
ら
れ
、
綜
笹
が
周

遊
道
を
静
か
に
縁
取
っ
て
い
た
。
つ
い
最
近
、
坂
本
信
幸
代
表
が
梅
毒
さ
れ

た
歌
碑
も
、
そ
の
情
趣
と
溶
け
あ
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
石
畳
の
残
る
土
床
峠
に
む
か
い
、
浜
・
回
領
と
天
領
を
分
け
る
江

戸
時
代
の
領
界
標
柱
を
前
に
し
て
、
さ
ら
に
時
期
を
遡
る
、
お
そ
ら
く
古
代

宇報

とヒ
ロ

の
道
が
埋
も
れ
て
い
る
司
能
性
の
あ
る
こ
と
を
う
か
が
っ
た
。

昼
食
に
古
代
米
の
お
弁
当
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
江
津
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
方
々
の
紙
芝
居
、
「
人
麻
日
と
依
経
娘
子
」
を
拝
見
す
る
。
暖
か
い

お
見
送
り
を
受
け
て
、
パ
ス
は
大
田
市
静
問
問
垂
水
の
海
岸
に
あ
る
静
之
篇

へ
。
「
幾
代
経
ぬ
ら
む
」

(巻
三

・
三
五
五
)
と
詠
ま
れ
て
か
ら
な
お
幾
代
経

て
も
変
わ
ら
ぬ
、
自
然
の
造
り
出
し
た
大
い
な
る
カ
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

映
画
の
ロ
ケ
現
場
の
よ
う
な
古
色
に
満
ち
た
湯
抱
温
泉
衡
を
通
り
抜
け
、

斎
藤
茂
吉
が
直
感
で
定
め
た
と
い
う
鴨
山
を
確
か
め
る
。
斎
藤
茂
吉
鴨
山
記

念
館
に
立
ち
寄
っ
て
か
ら
出
発
。
大
田
市
市
役
所
前
で
村
氏
と
お
別
れ
し
た

後
、
宿
の
あ
る
話
田
市
に
直
行
。
ホ
テ
ル
と
宴
会
場
が
異
な
る
こ
と
に
少
々

と
ま
ど
い
つ
つ
も
、
万
歩
計
が
二
万
歩
を
数
え
た
と
い
う

一
日
の
身
体
の
疲

れ
を
な
ご
や
か
な
お
酒
で
い
や
し
、
明
日
の
た
め
に
早
い
限
り
に
つ
い
た
方

が
多
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

翌、

二
十
三
日
は
、
寒
さ
を
感
じ
る
小
雨
の
中
で
の
出
発
と
な

っ
た
。
案

内
は
坂
本
代
表
が
務
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
益
田
市
高
津
の
柿
本
神
社
へ

。
も

と
は
人
麻
呂
終
駕
の
地
と
さ
れ
る
鴨
島
に
あ
っ
た
が
、
万
寿
三
(
一
O
二

六
)
年
の
大
地
震
で
烏
は
海
底
に
沈
み
、
そ
の
後
移
築
さ
れ
た
と
い
う
。
百

数
十
段
の
階
段
を
登
っ
て
参
拝
す
る
。
宮
司
の
中
島
氏
よ
り
御
説
明
を
賜
り
、

宝
物
殿
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
広
々
と
整
備
さ
れ
た
万
葉
公
園
の
人
麻

品
展
望
広
場
で
稲
岡
耕
二
先
生
揮
乏
の
歌
碑
を
取
り
囲
む
。

四
九



報

告

次
い
で
、
生
誕
の
地
と
さ
れ
る
援
団
市
戸
田
の
柿
本
神
社
へ

。
参
道
の
階

段
を
登
り
、
正
面
の
社
殿
に
向
か
っ
て
右
手
に
は
・
、
筆
柿
が
鈴
な
り
で
あ
っ

た
。
綾
部
宮
司
の
御
厚
意
で
、
人
麻
日
童
子
像
を
拝
顔
。
さ
ら
に
、
「
ひ
と

ま
ろ
の
里
」
と
い
う
案
内
板
の
立
つ
小
野
地
区
を
め
ぐ
っ
て
、
玄
回
生
し
た

「
柿
本
朝
臣
人
麿
の
御
廟
所
」
に
拝
礼
。
そ
こ
に
は
、
い
く
た
り
も
の
人
麻

呂
像
が
生
ま
れ
、
育
ま
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
で
は
無
く
思

え
て
く
る
里
の
風
景
が
あ
っ
た
。

山
口
県
に
入
り
、
長
門
市
仙
崎
の
金
子
み
す
ず
記
念
館
で
、
匙
百
庖
の
附
に

件
む
み
す
ず
の
面
影
を
追
っ
た
後
、
海
鮮
中
心
の
昼
食
を
い
た
だ
き
、
人
麻

呂
を
杷
っ
た
日
本
三
社
の
ひ
と
つ
、
八
幡
人
丸
神
社
に
む
か
う
。
い
つ
の
ま

に
か
雨
は
止
み
、
太
陽
が
顔
を
出
し
て
い
た
。
こ
こ
に
も
小
さ
な
筆
柿
が
地

面
に
い
く
つ
も
こ
ぼ
れ
て
い
た
。
思
い
思
い
に
散
策
し
、
人
麻
呂
の
作
だ
と

い
う
、
人
麻
呂
ら
し
か
ら
ぬ
歌
の
碑
に
小
首
を
か
し
げ
な
が
ら
も
、
こ
れ
を

カ
メ
ラ
に
収
め
る
。

最
後
の
見
学
地
は
、
角
島
。
角
島
大
橋
の
手
前
の
海
士
ケ
瀬
公
園
で
パ
ス

を
降
り
、
言
葉
を
な
く
す
入
、
あ
る
い
は
叫
ぶ
人
、
み
な
そ
の
景
観
に
圧
倒

五
O

さ
れ
た
。
斜
め
に
傾
き
か
け
た
秋
の
日
差
し
を
受
け
、
ま
ば
ゆ
い
潮
流
を
み

や
り
な
が
ら
、
大
橋
を
通
っ
て
角
島
に
渡
り
、
下
関
市
立
角
島
小
学
校
の
校

庭
脇
に
あ
る
「
角
島
の
瀬
戸
の
若
布
」

(巻
十
六
・

三
八
七

二

の
歌
を
刻
ん

だ
仰
の
前
に
立
つ
。
強
い
潮
風
に
あ
お
ら
れ
る
中
、
近
く
の
休
憩
所
で
名
残

の
お
土
産
を
も
と
め
た
後
、
解
散
場
所
で
あ
る
新
山
口
駅
に
向
か
っ
た
。

パ
ス
に
揺
ら
れ
て
う
つ
ら
う
つ
ら
し
つ
つ
、
人
麻
巴
が
市
阿
茶
集
か
ら
飛
び

出
し
て
、
こ
の
地
の
人
々
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
っ
た
、
長
く
豊
か
な

営
為
に
思
い
を
は
せ
た
。
そ
し
て
、
い
つ
の
ま
に
か
「
な
つ
か
し
の
国
石

見
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
強
く
脳
裏
に
刻
ま
れ
た
。
そ
れ
は
、
車
中
、
筆
者
の
席

の
前
に
い
ら
し
た
島
根
県
職
員
の
寺
本
さ
ん
と
元
田
さ
ん
が
、
二
日
間
「
な

つ
か
し
の
国
石
見
」
の
ロ
ゴ
入
り

T
シ
ャ
ツ
を
着
て
お
ら
れ
た
か
ら
と
い

う
ば
か
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

末
筆
な
が
ら
、
今
般
の
臨
地
調
査
研
究
に
お
い
て
、
終
始
、
万
全
の
気
配

り
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
二
人
に
、
そ
し
て
神
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た

しミ。

(白
井
伊
津
子
記
)



予

告

一

O
葛
葉
一

日
旅
行

本
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
商
業

一
日
旅
行
」
を
左
記
の
よ
う
に
開

苅
催
日

催
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

平
成
二
十
五
年
五
月
十

一
日

(土
曜
日
)

集
合
時
刻
・
場
所

午
前
九
時
三
十
分
。
天
迎
駅

(近
鉄
天
理
線
、
J

R
桜
井
線
)
前
。

行
程

参
加
費

四件説

天
理
駅
前
↓
石
上
神
宮
↓
夜
都
伎
神
社
↓
大
和
神
社

(昼
食
)

↓
大
和
神
社
御
旅
所
↓
崇
神
天
皇
陵
↓
黒
塚
古
墳
↓

J
R
柳
本

駅

(解
散
、
午
後
三
時
半
)
(
な
お
、
当
日
の
天
候
等
に
よ
り
コ

l

ス
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
解
散
時
刻
も
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

。剖
t

和本

坂
本
信
幸
氏

(前向桜
木学
会
代
表

・
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
館
長
)

影
山
尚
之
氏

(高
築
学
会
編
輯
委
員

・
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
)

そ
の
他

事
前
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雨
天
決
行
。
弁
当

持
参
。
全
行
程
徒
歩
の
た
め
歩
き
や
す
い
服
装
・
履
物
で
ご

参
加
下
さ
い
。
(
な
お
、
旅
行
中
の
事
故
等
に
つ
き
ま
し
て
は

本
会
で
は
責
任
を
負

い
か
ね
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ

予

丘t
cョ

U 、。

O
第
六
十
六
回
葛
葉
学
会
全
国
大
会

二

O
二
二
年

(平
成
二
十
五
年
)
度
、
第
六
十
六
回
の
市
内
業
学
会
全
国
大

会
は
、
東
京
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記
の
よ
う
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

雪コ
l:Ju 

閉
山
能
司
4

p
fー十
月
十

二
日

(土
)
午
後

公
開
講
演
会

(東
京
大
学
本
郷
キ
ヤ
ン
パ

ス
)
・
懇
親
会

十
月
十
三
日

(日
)
全
日

研
究
発
表
会

(東
京
大
学
本
郷
キ
ヤ
ン
パ

ス

十
月
十
四
日

(月

・
祝
)

臨
地
調
査
研
究

公
開
講
演
会

(予
定
)

東
京
大
学
教
授

品
目
悦

一
氏

関
聞
大
学
教
授

.....同
!j!t. 

善
彦
氏

O
研
究
発
表
者
募
集

内
容

上
代
の
言
語
・
文
学
に
関
す
る
各
分
野
の
研
究

間

発
表
三
十
分

・
質
疑
応
答
十
五
分

応
募
締
切

二
O
一
三
年
六
月
三
十
日

(日
)

五



予

fr-
Eコ

研
究
発
表
希
望
の
方
は
、
題
名
・
氏
名

・
所
属
を
明
記
の
上
、
要
旨

(八

百
字
以
内
)
を
添
え
て

0現在編輯委員会は、次の十九名によって構成されています。(五 卜音lllfi)

乾善彦 上野誠 内田賢徳 O大島信生 奥村和美

商
業
学
会
本
部
(
関
西
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
専
修
合
同
研
究
室
)

あ
て
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
発
表
を
お
願
い
す
る
場
合
に
は
、

あ
ら
た
め
て
八
月
三
十

一
日

(土
)
ま
で
に
要
項
集
の
原
稿
作
成
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

以
上

鉄野昌弘白井伊津子宏佐野。坂本信幸影山尚之
五

村田正同蜂矢真郷橋本雅之芳賀紀雄一夫西

健吉井山崎健司毛利正守村田右富実

(。学会代表、O編]1笥委員長)

(なお、前号の学会代表と編;1訂委員長の記載に誤りがありました。訂正いたします。)



編

輯

後

記

O
二
百
十
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
巻
頭
に
掲
載
の

神
野
士
心
隆
光
氏
の
論
文
は
、
昨
年
の
全
国
大
会
に

お
け
る
講
演
を
原
稿
化
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。
続
く
蜂
矢
真
弓
氏
の
論
文
は
、
上
代
認
の
被

額
形
に
に
つ
い
て
、
形
容
詞
被
覆
形
を
想
定
し
た

上
で
考
察
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
報
告
」
に
は
昨

年
の
全
国
大
会
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
内一同

制
収
山
小
の
大
会
関
係
者
に
は
大
変
お
山
訴
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

。
「
予
告
」
欄
に
は
「
市
内楽

一
日
旅
行
」
の
案
内
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
五
月
十
一
円
(
土
曜

日
)
に
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
回
と

同
じ
「
山
辺
の
道
」
が
コ
ー
ス
で
す
が
、
今
回
は

天
迎
1
柳
本
間
を
歩
き
ま
す
。
地H
械
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

O
昨
年
イ
月
に
大
積
真
幸
氏
が
編
輯
委
員
を
退
か

れ
、
十
二
月
か
ら
村
田
右
官
問
実
氏
に
新
た
に
加
わ

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
本
年
四
月
よ
り
代

表
が
坂
本
信
幸
氏
か
ら
内
田
賢
徳
氏
に
、
編
制
委

只
長
が
私
か
ら
影
山
尚
之
氏
に
交
代
し
ま
す
。
年

間
凶
の
刊
行
が
で
き
ま
す
よ
う
皆
機
の
ご
投
稿
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
次
号
の
編
輯
ま
で
私
が

担
当
す
る
予
定
で
す
。

O
前
回
す
の
編
騎
後
記
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
今
年
の

全
国
大
会
は
東
京
大
学
で
開
催
し
ま
す
。
次
号
に

は
さ
ら
に
詳
し
い
案
内
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

な
お
研
究
発
表
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
六
月
末

日
ま
で
に
学
会
本
部
宛
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

(
大
島
信
生
)

〈

V

お
願
い

O

l

論
文
の
投
稿
、
書
籍

・
論
文
の
御
寄
附
は
、
学

会
本
部
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

2

年
会
資
の
納
入
お
よ
び
入
会
巾
込
み
は
、
そ
の

む
ね
を
明
記
の
う
え
会
費
を
郵
便
振
替
で
「

0
0

九

O
O
七
二
九
一
四
七
商
業
学
会
」
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

3

住
所
変
更

・
改
姓
等
の
胤
山
、
本
誌
既
刊
号
の

購
入
等
は
、
前
文
堂
山
版
内
政
築
学
会
事
務
室

あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

程

て
投
稿
資
格
は
、
会
員
に
限
る
。

て

内
容
は
、
市
内
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
論
文
と
す
る
。

一
、
分
祉
は
、
原
則
と
し
て
凹
百
字
詰
め
原
杭
用
紙

四
十
枚
程
度
(
た
だ
し
「
賞
業
片
々
」
欄
は
十
枚

以
内
)
と
す
る
。

て
投
稿
に
際
し
て
は
、
原
稿
四
部

(
コ
ピ
|
可
)

を
学
会
本
部
宛
に
送
る
こ
と
。
た
だ
し
、
原
稿
は

返
却
し
な
い
。

一
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
、
字
詰
め
・
行
数
及

び
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
に
換
村
持
し
た
枚
数
を
明

記
す
る
こ
と
。
論
文
採
用
の
場
合
に
は
、
テ
キ
ス

ト
フ
ァ
イ
ル
の
提
出
を
お
願
い
す
る
。

一
、
採
否
決
定
は
、

一編
輯
委
只
会
に
一
任
の
こ
と
。

一
、
論
文
拘
批
判
の
場
合
は
、
本
誌
十
部
を
贈
呈
す
る
。

た
だ
し
、
余
分
に
入
刈
の
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
中

し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に
応
ず
る
。

て
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
は
、
執
筆
者
に

帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
本
誌
「
商
業
」
の
再
版
、

電
子
化
公
開
等
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
の
許
可
を

得
な
い
で
学
会
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
。
政
築
学
会
会
則

一
、
本
会
は
、
向
山
楽
学
会
と
称
す
る
。

一
、
本
会
は
、
南
葉
集
と
そ
れ
に
関
連
す
る
各
分
野

の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

一
、
市
内
業
研
究
者
・
愛
好
者
は
誰
で
も
山
a

込
み
に
よ

っ
て
会
長
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
会
民
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
商

業
」
を
編
絹
・
発
行
す
る
。

一
、
本
会
は
、
年

一
回
、
公
開
講
演
会
・
研
究
発
表

会

・
臨
地
調
査
研
究
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
を

行
い
、
表
彰
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
随
時
、
目
的

に
沿
う
事
業
を
行
う
。

一
、

会

μ
は
、

年
額
川
千
円
の
会
資
(
誌
代
を
含

む
)
を
年
度
初
め

(凶
月
)
に
納
入
す
る
。

一
、
本
会
の
本
部
を

大
阪
府
吹
田
市
山
手
間
三
丁
目
三
番
三
五
号

関
一
内
大
学
文
学
部
国
諸
国
文
学
専
修
合
同

研
究
室
内
(
郵
使
番
号
五
六
四
八
六
八

O
)
 

に
置
く
。

一
、
本
会
の
運
営
及
び
機
関
誌
の
編
輯
発
行
は
編

樹
委
員
会
に
お
い
て
行
う
。

一
、
本
会
に
代
表
を
世
く
。



首

向

葉

第

二
百
+
四
号

平
成
二
十
五
(ニO
ご一
一)
年
三
月
二
十
五
日
印
刷

平
成
二
十
五
(ニロ一
z
一)
年
三
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